
国立大学法人鳴門教育大学

差 額
（決算－予算）

 収入
運営費交付金 3,890 3,890 0
施設整備費補助金 40 44 4 （注１）
船舶建造費補助金 0 0 0
施設整備資金貸付金償還時補助金 16 48 32 （注２）
補助金等収入 0 9 9 （注３）
国立大学財務・経営センター施設費交付金 24 24 0
自己収入 823 838 15

授業料、入学料及び検定料収入 639 645 6 （注４）
附属病院収入 0 0 0
財産処分収入 74 74 0
雑収入 110 119 9 （注５）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 96 135 39 （注６）
長期借入金 0 0 0
貸付回収金 0 0 0
承継剰余金 0 0 0
旧法人承継積立金 0 0 0
目的積立金取崩 0 0 0

計 4,889 4,988 99
 支出

業務費 3,398 3,211 △ 187 （注７）
教育研究経費 3,398 3,211 △ 187
診療経費 0 0 0

一般管理費 1,241 1,129 △ 112 （注８）
施設整備費 112 123 11 （注９）
船舶建造費 0 0 0
補助金等 0 9 9 （注１０）
産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 96 129 33 （注１１）
貸付金 0 0 0
長期借入金償還金 16 48 32 （注１２）
国立大学法人財務・経営センター施設費納付金 26 9 △ 17 （注１３）

計 4,889 4,658 △ 231

収入－支出 0 330 330

○予算と決算の差異について

（注１０）（注３）に示した理由等により、予算金額に比して決算金額が９百万円多額となっています。

（注１１）（注６）に示した理由等により、予算金額に比して決算金額が３３百万円多額となっています。

（注１２）（注２）に示した理由等により、予算金額に比して決算金額が３２百万円多額となっています。

（注５）雑収入については、主としてＪＩＣＡ人件費補填収入等により、予算金額に比して決算金額が９百万円多額となっ
ています。

（注７）業務費については、主として退職金所要額の減少により、予算金額に比して決算金額が１８７百万円少額となって
います。

（注６）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、主として予算段階では予定していなかった法人等からの受託事
業の獲得に努めたため、予算金額に比して３９百万円決算金額が多額となっています。

（注９）（注１）及び財産処分収入による資本的支出の増加により、予算金額に比して決算金額が１１百万円多額となって
います。

（注１３）国立大学法人財務・経営センター施設費納付金については、諸経費の増加に伴う納付額の減少により、予算金額
に比して決算金額が１７百万円少額となっています。

（注８）一般管理費については、主として退職金所要額の減少により、予算金額に比して決算金額が１１２百万円少額と
なっています。

（注１）施設整備費補助金については、屋内運動場改修事業が平成１７年度補正予算により交付されたため、予算金額に比
して決算金額が４百万円多額となっています。

（注２）施設整備資金貸付金償還時補助金については、平成１７年度補正予算により繰上げ償還を行ったため、予算金額に
比して決算金額が３２百万円多額となっています。

（注４）授業料、入学料及び検定料収入については、受験者の増加等により、予算額に比して決算金額が６百万円多額と
なっています。
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区 分 予 算 額 決 算 額 備 考

（注３）補助金等については、予算段階では予定していなかっため、予算金額に比して９百万円決算金額が多額となってい
ます。


